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１.はじめに
　保育士や幼稚園教諭を養成する保育者養成校で
は，学生が保育者になるための資質を高め，保育実
践力を身につけられるように，多様な内容の講義や
演習を行いながら保育に関する知見を学習させてい
る。しかし，学生が卒業時に保育者として必要な基
礎的知識・技能を身につけているかどうかは養成校
や学生個人により幅があるのが現状である。ここで
問われるのが，養成校では保育現場が求めている保
育学的な能力を十分育成できているのかということ
である。
　現在の保育者養成にみられる問題点は，1.保育
に関する幅広い知識は講義などを通じて学ぶが，そ
の知識を活かした実践力の育成などの応用的な授業
内容は養成校に任されているなど，現状では実践的
保育者として必要な知識・技能を十分習得できるよ
うな教育内容にはなっていない，2.保育者養成校
における複数の教員が必要に応じた授業内容を教え
ているため，保育についての知見を学生が体系的に
習得しにくい，3.平成23年の保育士養成カリキュ
ラムの改定に伴い「保育課程論」の科目が新設され，
カリキュラムや保育課程，指導計画について学ぶ授
業が必修化されたが，指導計画などの立案に関する
実践的指導の充実度は養成校により様々で，多くの
場合，保育所や幼稚園での実習中の指導に頼ってい
る実態がある，などであろう。
　本稿は，保育現場で通用する保育の実践的知識・
技能を保育者養成校でいかにして育てることが可能
かを考えたものである。そう考えるに至った理由は，
筆者が保育者養成に携わるようになった頃，保育所
実習終了後に「実習を通じて多くのことが学べたが，
短大で学んだことは全然役に立たない」という複数
の学生の感想に衝撃を受けたからである。保育者養
成校においても保育実践につながる教育内容を真剣
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に模索する必要があると痛感したことによる。
　現在の保育士・幼稚園教諭を養成する保育者養成
校は，主に2年制課程と４年制課程の2種類に分類
されるが，短期大学の養成においては，必要最低限
の保育者としての知識・技能を習得させることを優
先せざるを得ない実態がある。特に短大は2年間と
いう短く限られた時間の中で，教授内容を厳選しな
がら保育に関する知識・技能を学生全員が修得でき
るように，カリキュラムや教授内容を構築する必要
に迫られている。
　では，保育者として必要最低限の知識・技能とは
何か。それは養成校卒業後1年目でも，幼稚園では，
公立・私立，正規・臨時問わず1クラス35名以下の
子どもを1人で保育できる能力と，幼稚園・保育所
共通では公立・私立，正規・臨時を問わず，担任す
るクラスの月案や週案などの指導計画を1人，また
は保育者間で分担しながら立案できる能力が必要と
なる。つまり，新卒者であっても担任保育者として
子どもを保育し，かつ指導計画や保育記録などの
日々の記録物を的確に記述し保育に活かすことので
きる力が求められており，この保育実践知を養成校
でも育成することが課題となる。
　それゆえ，短期大学の2年間の養成の中で，保育
に関する知識・技能を学生にどのように習得させる
ことが望ましいのかを従来の授業内容や教育方法か
ら見直し，その上で，保育者養成校における学生へ
の指導計画や日誌等の保育記録の書き方指導を通し
て，保育実践で必要とされる保育者としての保育学
の知見を定着させるカリキュラムのあり方を検討す
ることを目的とする1）。短大2年間の保育士・幼稚
園教諭養成課程における本学の学びの過程で，指導
計画の立案を通した保育実践力を高めるカリキュラ
ムの検討を本研究の目的とする。
２.研究方法
　本学保育学科のカリキュラムを見直し，保育士養
成課程・幼稚園教諭養成課程科目の学習内容やその
科目で学習すべき内容・方法を考察し，どの科目に
おいて保育学の知見を学習するかを検討する。次に，
これらの科目のうち，何をどのように学ばせていく
のか，特に指導計画作成や保育日誌などの保育の記
録物の書き方指導の望ましいあり方について学生へ
の授業実践を通じて分析する。さらに，学生が本学
2年間で作成する指導計画などの課題から学生の習
得状況を明らかにし，学生への指導を強化すべき要
点を明らかにする。
1）対象
　保育学科の1・2年次の学生を対象とし，2年間
における保育の専門科目のカリキュラムや授業内容
を分析した。なお，本研究の対象としたのは，平成
23年～平成25年の3年間の授業実践と学生の指導計
画課題である2）。
2）分析方法
　研究方法は，学生に対する講義などの教育実践の
過程を振り返り，学生の保育に関する実践知の習得
状況とそれを踏まえた授業改善の過程をまとめたア
クションリサーチの手法をとる。また，学生の作成
した指導計画などの保育に関する記述物（レポート
課題）などの質的データから，学習の理解深化プロ
セスを追い，学生の記述から授業での保育学に関す
る知識の理解，思考過程，技能の習得の過程を明ら
かにするエスノグララフィーの手法を基盤とした質
的研究を行っていく。
３.保育者養成カリキュラムと学習内容
　短大2年間における学生の学習過程を踏まえ，次
の3つの時期に分類し（表1），その期間に学生が
習得する保育に関する知識・技能を分析することと
した。
　本学保育学科の学生は1学年定員50名で，保育士
資格や幼稚園教諭二種免許状取得のための必修科目
期 時期 指導計画の習得過程
第１期 短大入学～１年終了 指導計画の意味や書き方を理解する
第２期 ２年開始～２年11月幼稚園実習終了
実習で実施する指導計画を作
成できる
第３期 ２年11月～短大卒業 就職に向け，保育現場で作成する指導計画を理解する
表１.短大２年間における３つの教育段階
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である「保育原理」「保育者論」「保育課程論」「保
育内容総論」「教育方法の研究」等を2年間で体系
的に学ぶカリキュラムを組んでいる。これらの授業
科目から，保育の実践的な知識・技能を習得するた
めの授業内容や学生に課すレポート課題を学生の学
習過程を踏まえて構成し，保育理論の理解と保育実
践力の育成を目的とした教育内容を考案した。本稿
では，以下の第1期の1年次の教育内容について考
察する（表2）。
　本学保育学科1年生の必修科目である「保育原理」
や「保育課程論」の授業実践と学生に対する指導か
ら，授業科目を通じての学習内容を示し，その上で
学生に課題として提出させた「子どもの事例分析」
や「環境構成について考える」のレポート，「絵本
の読み聞かせの指導計画」と「設定保育の部分指導
計画」の課題を使い，学生の保育実践知に関する習
得状況を分析した。
1）保育実践の知識の習得
（1）保育に関する基本的原理の理解
　保育学科の1年次のカリキュラムでは，1年前期
に「保育原理」が必修として位置づけられており，
その授業の中で，学生は保育者が当然理解している
保育に関する基本的な考え方を学ぶ。保育の基礎・
基本を学ぶ入門科目として，保育に必要な基本理念
や考え方，方法を学ぶが，本学の授業では保育実践
に役立つ知識も合わせて身につけることを目標に授
業を行った。
　達成目標は，乳幼児期の保育施設の種類や特徴が
説明できる，保育者の役割や子ども理解の視点を身
につける，環境構成や保育形態，保育の計画など，
保育の方法の視点を理解する，の3点である。この
中で，特に以下の2つの内容を1年前期の時期に学
生が理解することが必要であると考えた。
①保育の制度・歴史の理解
　講義の中で，現在の日本の保育所や幼稚園，認定
こども園などの制度や，保育の思想と歴史，家庭・
地域・社会における保育施設のあり方，現代の家庭
の置かれている状況，保育の現代的問題など，保育
者として当然知っておくべき保育の外側的な内容を
理解することを目的とした。
②保育の実践知の理解
　幼児期の教育・保育の特徴，保育の目的と目標，
保育所保育指針・幼稚園教育要領の理解などの保育
者として保育を行う上で理解しておかねばならない
ことを押さえ，その上で，保育者の役割の理解と子
ども理解の方法，環境構成の方法，保育方法と保育
形態，保育の計画など，実際に保育を行う上で実践
に直結する内容を学習する。具体的には，保育者が
子どもの情緒的基盤となり信頼関係を築くこと，子
どもの発達や個人差を踏まえて子ども一人ひとりを
理解すること，子どもの自主性・自発性・主体性を
伸ばす保育を行うこととそのための「環境を通した
保育」を理解すること，遊びと生活を基本とする保
育内容を理解すること，様々な保育形態と保育の計
画について理解するなど，保育の本質の理解と保育
の実践的視点の習得を目的とした。
　「保育原理」の授業を通じて，保育の制度や歴史，
保育をめぐる現状など，保育の世界を外側からみた
状況を理解すると同時に，子どもを保育する立場と
して，子どもとの信頼関係の形成や子ども理解をす
る重要性を認識し，遊びと生活を基本とする保育を
実践できるための環境構成や保育の計画などを含む
保育方法の理解など，保育者として必要な保育実践
のための知識を学生全員が習得することを目標に講
義を行った。
（2）カリキュラムの編成に関する理解
　新設された「保育課程論」の授業は，保育原理の
継続科目として位置づけられ，保育における保育課
程（教育課程）や指導計画の意味と役割について知
時期 １年前期 １年後期
授業科目 「保育原理」（必修） 「保育課程論」（必修）
教育目標
・保育者に必要な保育全
般の知識を理解し，保育
実践のために必要な保育
目標や保育方法などの視
点を身につける
・指導計画の意義や立案
の意味，書き方について
理解した上で，指導計画
の体裁を保って部分指導
案を形にできる
【第１期】　短大入学（1年4月）～１年終了（1年3月）の目標
表２. 第１期の教育カリキュラム
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り，カリキュラムについての理解を深める授業科目
である。本学の授業では，1年後期に設置し，部分
指導計画を作成する課題を通して，指導計画につい
ての具体的な計画立案力を身につけることまでを目
標に授業を行った。
　保育課程については，なぜ保育課程を立てる必要
があるのか，また保育課程が指導計画にどう結びつ
いているかを理解すること，指導計画については，
年間計画・期間計画などの長期的な指導計画と，月
案・週案などの短期的な指導計画の意味を理解する
ことを目標とし，さらに，部分指導計画の具体例を
見ながら，指導計画の作成方法を理解し，実際に立
案してみる中で指導計画の書き方を習得することを
目的とした。授業は，講義形式やグループワーク等
の演習形式で行った。
　この授業の到達目標は，保育課程と指導計画につ
いて理解する，子どもの観察と記録の方法を習得す
る，事例の分析の仕方を身につける，具体的な指導
計画の書き方を理化し，部分指導計画を自分なりに
書ける，の3点である。その中で以下の2つの内容
を学生が理解することが必要であると考えた。
①「保育課程（教育課程）」編成の理解
　保育課程論の授業では，まずカリキュラムの意味
を理解した上で，保育所における保育課程や幼稚園
における教育課程の実際例を見ながら，園の全体計
画である保育課程（教育課程）を編成する意義と活
用方法の理解を目的とした3）。また保育課程に含ま
れている保育理念や保育目標，社会的責任や人権尊
重などの対応方法，健康支援や安全対策などの運営
方法，特色ある保育，保護者・地域支援，小学校と
の連携などの保育に関連する事項を保育課程に盛り
込むことを知ると同時に，子どもの発達過程を養護
（生命の保持と情緒の安定）と教育（健康，人間関係，
環境，言葉，表現）の観点から保育課程に示す編成
方法を知り，保育課程が園で1つ編成せねばならな
い子どもの入園から卒園までの長期間な全体計画で
あることの理解を目標とした。
②「指導計画」立案の理解
　保育課程を理解した上で，保育現場で作成される
指導計画について，その意味と種類を理解すること
が必要となるが，主にクラス担任が作成する年間計
画や期間計画，月案や週案，日案，暦を単位としな
い形式の指導計画（例えば，「運動会の活動」など
の活動で区切った計画案）について指導計画例を示
しながら解説し，どのような意図で作成される指導
計画なのかを理解できることを目標とした。
2）指導計画の立案を通じた保育技術の習得
　1年前期の「保育原理」の授業に引き続き，1年
後期の「保育課程論」の講義において，保育者が保
育現場で編成・立案する保育課程（教育課程）や，様々
な種類の指導計画を理解した上で，実際に指導計画
を立案する際に必要な立案の技法を説明した。
（1）子どもの事例のとり方と分析方法の習得
　指導計画立案の際の出発点は，「子どもの実態の
把握」である。その理由は，実際に保育をする際には，
子どもたちが今できることやできないことなどの子
どもの現状や発達を押さえつつ，子どもの興味・関
心にも考慮した上で活動を考える必要があるからで
ある。子どもの実態を無視した活動は，保育者の独
りよがりな活動や子どもにとってはやる気の出ない
活動になってしまいがちである。そのためにも，指
導計画の立案には子どもの姿を観察し，その姿を記
述できる力，子どもの実態把握の力が必要となる。
　子どもを観察・記録する力は，実際に学生が取り
組む中で身につくものであるため，夏休み中に保育
所や幼稚園，児童を対象とした場所でボランティア
をして子どもを観察したり，街で見かけた子どもの
姿を観察する過程から，子どもの観察記録を作成す
ることを課題として取り組ませた４）。学生は，子ど
もの事例をまとめ，その事例を分析するレポートを
作成した上で，筆者が学生一人ひとりの事例を添削・
評価した。授業では，講義形式で事例のとり方やま
とめ方を解説し，記録の方法を理解すること，その
事例をグループに分かれて報告し，子どものどのよ
うな姿を観察するのかといった観察の着眼点や分析
の実際を学生間の事例報告から学ぶ機会を設けた。
さらに，授業の中で，先輩がまとめた事例を数例挙
げ，それらの事例について，検討の観点をもとに話
し合うグループワークを実施・発表する機会を設け，
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多角的な視点から子どもの事例を分析する方法を知
る機会とした。
（2）保育の環境設定のあり方の理解
　乳幼児の保育の基本原理である，子どもが自主的
に行動できるためには，子どもが自ら取り組みたく
なるような環境を設定することが重要である。設定
保育をする際にも子どもに無理矢理させる活動では
なく，自分からやってみたいと思う活動案を考え，
子どもが遊びや生活を主体的に進める「環境による
保育」の理念を理解することが必須となる。このよ
うな環境設定の考え方を理解するため，夏休み中に
「環境設定を考える」5）のレポート作成を課題とし
た上で，子どもの意欲を引き出す環境設定の重要性
と，そのための遊具や道具，素材の準備や配置など
の環境設定の工夫についての講義を行った。
（3）部分指導計画の書き方の理解
　学生が実習で部分指導計画や日案などを作成でき
るよう，先輩学生が実習中に実際に書いた指導計画
の例を示しながら書き方について講義を行った。指
導計画の書き方の理解では，きちんと整った指導計
画を見るだけではどこがどう間違えやすいのか分か
らないため，あえてきちんと書けていない指導計画
の例を示しながら，表記の仕方や言葉の表現の仕方，
各項目欄に何を書けばよいのかを押さえられるよう
にした。
　指導計画の書き方の講義の中で，指導計画の作成
上，記述しなければならない６つの項目について説
明した。その６つの視点を以下に示す（図1）。
①「子どもの実態」の記述方法
　指導計画立案の際には，必ず子どもの姿を踏まえ
た上で計画を立てなければならないが，どのような
子どもの姿を挙げればよいのかを説明した。例え
ば，フィンガーペインティングの活動では，以前に
そのような活動をしたことがあるかどうか，絵の具
を使った活動や泥遊びに取り組んでいるかなど，こ
の活動に関連する活動の様子や以前に取り組んだ時
の様子など，自分が計画している活動に直結する子
どもの姿を記述し，子どもの実態を捉えておくこと
が指導計画作成の基本となることを解説した。
②活動内容と「教材観」の記述方法
　「教材観」とは，学生が部分指導案などで取り上
げた活動が含んでいる意義や意味を記述したもので
ある。教材観を考える際には，なぜこの活動を選ん
だのかという理由を書き，そこから見えてくる活動
や教材の持つ魅力・おもしろさ，子どもが面白い，
楽しいと感じる点などの活動の意義に気づき，教材
や活動に内包されている意味を学生が指導計画の記
述過程で発見する目的で書くようにしている。
　なお，活動を選んだ理由や教材観，活動の意義や
活動内容の説明は，「環境の構成」欄に学生が分量
なども自由に調整して書けるようにし，学生が自分
で項目を作って書くこと，自分の考えを記述する過
程でねらいを見つけるように指導した。
③「ねらいと内容」の記述方法
　指導計画は，必ず「ねらい」を書くことが必要不
可欠であることを学生が理解すること，ねらいを達
成するために指導計画は立案することを強調して伝
えた。幼稚園や保育所におけるねらいと内容の書き
方の原則は，箇条書きの文章で書くこと，長い文章
にしないこと，子どもを主語にして書くことの3つ
の原則を覚えること，また幼稚園教育要領の第2章
や保育所保育指針の第3章を参照しながらねらいや
内容の書き方を理解し，指導計画立案の課題を通し
て，ねらいや内容を自分なりに考えて書いてみるよ
うに指導した。
④「環境設定」の記述方法
　部分指導計画を行う際には，保育室や園庭などの
活動場所を含めた環境図を書き，遊具や道具などの
準備物はもちろん，どこに何を何個置くかといった
詳細な活動内容の案を考えること，保育者の私と子
どもたちがどこにどのようにいるのかを空間でとら
え，そのための物や人の配置，それらが時系列に従っ
てどのように変化するのか，その空間の中で保育者
の私がどう動くかというイメージを頭に描いておく
ことが計画立案上に重要であることを説明した。ま
た，「環境図」を書く過程で，実施する場所や必要
な準備物，保育者や子どもたちの位置や動きを具体
的に想定しておくことが，実際の保育中に予想外の
ことが起こった時に臨機応変に動けることにつなが
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ると説明した。
⑤「子どもの活動」の記述方法
　子どもの活動の欄には，活動の大まかな流れを示
し，子どもたちがどのような活動をするのかを大き
な項目と小さな項目に分けて書くと分かりやすいこ
と，子どもたちの動きと活動の流れを全体的に把握
するために記述することを説明した。
⑥「保育者の指導・援助，留意点」の記述方法
　保育者の指導・援助の欄には，保育者が子どもに
対して行う言葉かけや行動などを記述すること，指
導上の留意点については，「予想される子どもの姿」
を書き，その子どもについて，どのような対処方法
をするのかを事前にイメージして書いておくと，部
分指導の実践中に臨機応変に行動できるので，想定
される子どもの様子とその子どもに対する保育者の
かかわりを書いておくことを説明した。
（４）指導計画の立案の実際
　上記の指導計画の立案方法について理解した上
で，学生に絵本の読み聞かせの活動についての指導
計画と，保育所実習で実際に行う部分指導計画の2
つの立案を課題とした。
①「絵本の読み聞かせの指導計画」
　学生に保育所における2～６歳の子どもを対象と
した，絵本の読み聞かせの指導計画の立案を課題と
した６）。その際，指導計画に盛り込まなければなら
ない６つの項目を含むこと，「教材観」には絵本を
選んだ理由を書き，そこからどういった絵本の世界
を伝えたいのかという作者の意図や，絵本のおもし
ろさや特徴をきちんと分析して書き，自分の選んだ
本に関する「ねらい」や「内容」を挙げることを説
明した。また絵本を読み始める前に自分なりに考え
た「導入」を行い，子どもが絵本の世界にすっと
入っていけるような言葉がけを考えることを課題と
した7）。この課題は，指導計画に盛り込まなければ
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図１.１年次に作成する指導計画の様式
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ならない事項がきちんと書けているか，ねらいの書
き方が理解できているかを踏まえて学生に個別指導
を行った。
②「部分指導計画の立案」
　図1の様式を使い，2年生の保育所実習で実際に
行うつもりで考える30分～1時間程度の部分指導計
画を立案することを課題とした。対象は2歳～年長
児のクラス活動で，2年生で実習に行く保育所のク
ラス人数を調べてその規模を参考に立案すること，
取り上げる活動は5領域に関する内容であれば特に
限定しないが，自分で深く考えて計画案を練ること，
活動案を構想する力も評価するのでその点を踏まえ
て活動内容を考えることとした。また指導計画には，
指導計画の書き方の講義で解説した６つの記述項目
を必ず含めることを伝えた。
４.結果と考察
　以上のような保育や保育実践，指導計画に関する
講義を行った上で，学生が実際に指導計画を書く活
動を課題として取り入れた。
1）保育の実践知に関する学生の習得状況
　1年前期の「保育原理」の授業では，前期15コマ
の授業終了後に筆記試験を行った。試験は，持ち込
み不可で，保育所保育指針や幼稚園教育要領の穴埋
め問題や，保育の用語を文章で説明する記述式のテ
ストを行った。成績は，年度によって多少の違いは
あるが，平均点は70 ～ 80点前半であり，ほとんど
の学生がきちんと勉強していること，学生の中には
60点未満の者も出るがその場合は再テストを行うな
ど，全員が保育の基礎を理解できるようにした。ま
た，学生からの保育原理の授業評価は，理解度も難
しすぎず簡単すぎずという評価で，授業の満足度は
7～9割の学生でためになったとの評価であったの
で，保育の入門の授業として学生全員が保育者とし
ての基礎的知識を身につけるという目標は達成でき
たと思われる。
2）指導計画の立案の知識・技能の習得状況
　1年後期の「保育課程論」の授業では，子どもの
事例のまとめや分析，環境構成についてのレポート
課題に学生が取り組み，それを踏まえて保育実践の
視点や指導計画の作成方法に関する講義を行い，ま
た指導計画の立案課題を課した。その結果，保育雑
誌などに記載されている指導計画例をまる写しした
ような指導計画や，なんとなく活動を形にした案を
指導計画に書く学生はほとんどなくなり，自分で考
えたことをつたないながらも自分の言葉で書き表し
た指導計画を書く学生が年々増えていった。
　しかし，指導計画の立案と書き方について毎年説
明を追加しながら丁寧に解説しても，実際に学生に
絵本の読み聞かせの指導計画や部分指導案の立案を
させてみると，記述方法の誤りや指導計画立案の問
題点がみられた。そこで，学生が指導計画を立案す
る際にどの箇所や項目の記述が困難であるか，1年
次の学びにおける学生の課題面が明らかとなった。
その点は以下の5点である。
（1）「教材観」の記述と，「教材観」から「ねら
い」へのつながりの理解
　指導計画の書き方の解説の中で，教材や活動を選
んだ理由を書かせ，学生にその教材や活動の持つ意
義やおもしろさを分析し，活動の「ねらい」を考え
るように話したが，学生によっては，なかなか教材
に含まれている教材観を薄くしか記述できない学生
がいた。まずは，深く考えてみること，何となく感
覚的に選んだ絵本や活動の中にそのよさが含まれて
いるので，その理由を見つけることで活動の意義が
明確になることを伝えた。また，学生によっては，
教材観を書く過程で活動のねらいを明らかにしてい
くという意味が理解できない学生がいた。活動を選
んだ理由や教材観を書いた文章の中にねらいにつな
がる重要なキーワードが含まれているので，その言
葉をつなぎ合わせてねらいを書いてみると，自分が
意図した活動のねらいが明確になるので，教材観を
書く過程からねらいを導き出し，教材観とねらいの
つながりを理解するようにした。
（2）「ねらい」の書き方の理解
　ねらいは，子どもを主語にしながら，短く，箇条
書きにするということを伝えたが，実際には子ども
を主語にして書くことが難しく，「昼寝の時間は，
午前中の体の疲れをとる」などと，活動時間を主語
にして書く学生や，「遊んだあと，子どもに片付け
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させる」など，保育者を主語として書く学生がいた
り，ねらいを長い文章で書いている，内容が何かを
理解していない，内容を書かずねらいしか書いてい
ないなど，ねらいの書き方や表記方法を誤っている
学生が多かった。そこで，幼稚園教育要領や保育所
保育指針に書かれているねらいや内容の書き方を再
度確認し，実際に書いたねらいが，活動の実態と少
し離れた大きなねらいになっていないか，活動とね
らいが合致しているか，ねらいがきちんと言い表せ
ているかどうかを確認させた。
（3）｢保育者の指導・援助，留意点｣書き方の理解
　保育者の行動の欄に，学生は「・・・する」など
の行動をずらずらと書き並べる学生が大半であった
が，指導計画の書き方としては，保育者の行動の羅
列にならないように書くこと，保育者の考えやなぜ
そうしないといけないのかという「保育者の行動の
意図や理由」を書くように何度も指導した。その理
由は，保育者が子どもたちに行動の内容だけを伝え
ても，なぜしないといけないかという必然性を子ど
もが理解できないので「したくない」ということに
つながること，活動の意図や理由が分かることで「こ
んなことができて楽しい」と子どもが自分からやり
たくなること，子どもは保育者のいうことを聞くロ
ボットではなく，子どもが自分で判断して行動でき
るようにするためには活動の理由や活動の意図を子
どもに何度も話し，保育者の意図や考えを子どもた
ちに伝えることが重要であることを指導計画の書き
方を通じて説明した。
（４）活動案や教材発想の引き出しの少なさ
　初期の頃の授業では，学生に活動案を考えさせる
と，今まで指導計画の書き方で例示した活動と同じ
内容や，鬼ごっこやフルーツバスケット，しっぽと
りなどのよく保育現場で行われている活動を取り上
げる学生や，保育教材の雑誌や本などに載っている
ものを丸写ししたりする学生が出てきた。そのため，
鬼ごっこなどの指導計画を書かなくてもできそうな
活動は取り上げないこと，保育雑誌などの資料を参
考とする場合は子どもの発達や個人差を踏まえ，自
分なりに改定したり工夫したりすること，学生自ら
の考える力も高めることも課題の意図となっている
ので，その点を踏まえて活動内容を考えるように指
導した。しかし，教材や活動を発想する力に乏しい
学生もおり，活動案を構想していく力を今後高めて
いく必要性を感じた。
（5）子どもの発達や実態に合わせた活動内容の構
想
　学生は1年次の9月に，10日間の保育所実習に出
かけ，観察・参加実習を行う中で子どもの発達段階
や活動などを多少は体験的に知ることはできている
が，実際には対象年齢に対して難しすぎたり簡単す
ぎたりするなど，子どもの発達に合致していない活
動を考える学生が多かった。そこで，絵本の読み聞
かせの指導計画を書く際には，何歳児を対象とした
絵本なのか，絵本の内容は理解できる発達段階なの
かを考えさせ，実際に絵本の読み聞かせをした際に
は，その対象年齢に合った題材選びが出来ているか
をピア評価するようにした。しかし，子どもの発達
や興味・関心に合わせた部分指導案の発案や展開に
ついては，1年生にとっては難しい部分であること
がわかった。
3）全体考察
　1年生の授業では，まずは保育の基本を知る「保
育原理」の授業を行い，保育の概論から保育者とし
て必要な保育実践の知識を理解することから始め
た。次に「保育課程論」の授業の中で，その保育実
践の知識を形にして実際に保育を行うための計画を
立案する授業へとつなげていった。特に，絵本の読
み聞かせや設定保育の部分指導案などの具体的な活
動を考える課題を取り入れたことにより，指導計画
の書き方を学生一人ひとりが理解できているのかど
うかを確認することができた。また，実際に学生に
指導計画を書かせてみると，学生が書き間違えやす
い項目がわかり，「ねらいと内容」の表記の仕方や，
「保育者の指導・援助，留意点」を「～させる」と
保育者主体で表記してしまいがちであることがわ
かった。保育の現場においては，子どもを主体とし
て，子どもに自主的，自発的，主体的に行動できる
ように活動内容を考え工夫する必要があり，学生は
保育の理論上では理解できていても，実際の指導計
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画に書いた際にその点を配慮できていないことが明
らかとなった。このことから，学生は指導計画の立
案方法について学びながらも，指導計画を書く過程
で最終的には保育の原理に立ち戻ることとなり，指
導計画の立案能力と基本的な保育の理解が結びつい
ているかを確認できることが明らかとなった（図
2）。この課題は，単に指導計画の書き方を理解す
るだけではなく，子どもを主語にしながら指導計画
を書くことにより，子どもを主体とし保育者が子ど
もの活動を陰になり支えるという保育の理念や，個
人差に応じた保育や子どもの発達課題を踏まえた指
導や援助などの保育者に必要な保育の原理・思想も，
指導計画の立案の過程からも学生が理解するよい機
会になることがわかった。保育原理や保育課程論で
学んだ知識は，それでとどまるのではなく，指導計
画の書き方や立案の仕方にも影響を及ぼすものであ
ることを理解し，「保育に関する知識」と「指導計
画の立案の保育技能」を関連づけて，両方を深く理
解していくことが重要であることが改めて認識でき
た。そのことで，保育の理論が机上の知識ではなく，
保育者として，保育実践に活かせる知識として身に
つくことにつながると思われる。
５.おわりに
　保育者として習得しなければならない知識・技能
を検討した上で，短大2年間のうちの1年次に学生
が身につけることは何かを学生の習得・成長過程を
踏まえて授業実践を行った。その際，授業内容につ
いて学生にどの時期に教えるべきかを再考し，同時
に学生への課題の出し方と，学生が取り組む課題な
どの指導方法を検討した。また，実際に学生が授業
の課題として書く指導計画の内容を見ることによ
り，学生がどのような段階を経て指導計画の書き方
を身につけるのかを明らかにしていった。
　結果としては，まずは保育の基本的な原理を理解
した上で，指導計画の立案などの実践的な知識・技
能が身につくこと，学生が実際に書いた指導計画か
ら指導計画の書き方が理解できているかどうかを確
認でき，また作成上で理解が困難な箇所がわかった。
このことから，どの学生も指導計画が書けるような
技能を習得するには，学生へのきめ細かい教授と学
生への繰り返しのフィードバックが必要であること
が再認識された。さらには，学生は保育に関する知
識を得るだけではなく，それをもとに学生自身が実
際に指導計画を書くなどの技能を高める課題などに
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図２.「保育の実践知」に関する１年次の学びのマップ
「保育の原理」の再認識
・ねらいや子どもの活動，保育者の
指導の記述は，「～させる」ではなく，
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取り組むことの重要性と，指導計画の書き方の方法
論の理解は，保育原理などの保育の本質的理解に結
びついていることが明らかとなった。短大2年間と
いう短い養成期間の中で，まずは保育者としての保
育の見方を理解し，それを指導計画の立案などの実
践に絡めながら書き方の知識・技能も習得する過程
で，確かな保育理念・保育方法を深めていく必要性
を感じた。今後は，第1期の学生の学習過程と学び
の課題点を踏まえ，第2期，第3期の教育方法につ
いても検討していきたい。
注・引用文献
1）保育者養成のカリキュラムや教育内容を考える
際，本学は2年制課程の短期大学で，1学年50人
という小規模校であること，保育の実践的内容に
関する原理・方法等の科目を筆者1名で担当して
いることから，保育実践の内容に関するカリキュ
ラムや教授内容を修正・構築しやすいという特性
がある。
2）平成23年に保育士養成カリキュラムが変更され，
「保育原理（必修４単位）」が，「保育原理（必修
2単位）」と「保育課程論（必修2単位）」に分離
された。本学の授業は，平成23年以前は通年４単
位の保育原理の授業の中で，前半を保育の原理，
後半はカリキュラムと指導計画の立案について，
現在とほぼ同じ内容で授業を行っていた。
3）「保育課程論」は，保育士資格の必修科目であ
るが，カリキュラムのことを保育所では保育課程，
幼稚園では教育課程と呼び，共通のものであるた
め，授業では教育課程についても触れるようにし
ている。
４）「街で見かけた子どもの事例」の課題について
は，戸田雅美『保育内容総論の探求』相川書房，
1998，p.37-46を参照。
5）「環境設定を考える」の課題は，小川博久『保
育実践に学ぶ』建帛社，1988年，212-225頁を参照。
６）「絵本の読み聞かせの部分指導計画」について
は，1人の学生を保育者（実習生），他の学生を
クラスの子どもたちという設定で実際に模擬保育
をし，実践した学生は指導計画で考えた通りにで
きたか，ねらいや内容の設定はよかったか，絵本
を読み聞かせる前の導入はどうであったかを指導
計画とともに振り返り，保育日誌（反省記録）を
書くことを通じて，指導計画の意味を理解させる
ようにしている。
7）ここでいう「導入」とは，手遊びなどの別の活
動ではなく，子どもが絵本の世界に入りやすくす
るための言葉がけのことで，その案を考えるよう
にした。
参考文献
大西　道子「『幼児教育課程』における指導計画作
成についての一考察 : 実習生が作成する日案に焦
点を当てて」札幌大谷短期大学紀要 37, 2007, p.1-
22
門松　良子，井戸　和秀「幼稚園教育課程と指導計
画との関連」岡山大学教育実践総合センター紀要 
６（1）, 2006, p.89-100
腰山　豊「短大保育科における実践的指導力の形成
と授業改善8報 : 教育・保育実習の充実をめざす
関連科目の授業実践事例」聖園学園短期大学研究
紀要36, 2006, p.1-19
近藤　幸子「幼児教育における教育的で計画的な
環境構成と保育記録」佐賀大学教育実践研究19, 
2003, p.155-174
松延　愛美「幼稚園教育における指導計画の様式と
指導の改善」埼玉大学教育学部附属教育実践総合
センター紀要12, 2013, p.37-43
松村　和子「幼児の教育課程・保育計画・指導計画（試
論）－指導計画の役割・機能を考える」文京学院
大学研究紀要６（1）, 2004, p.85-97
（受稿 平成25年11月29日，受理 平成25年12月12日）
